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ふ答書
長
浜
列
車
シ
ン
ボ

ふ
る
さ
と
長
浜
を
再
発
見
し
、
郷
土

の
よ
さ
を
見
直
そ
う
と
、
二
月
十
一
日
、

「
長
浜
列
車
シ
ン
ポ
」
が
聞
か
れ
、
親

子
合
わ
せ
て
約
百
十
人
が
参
加
し
ま
し

た。
こ
の
シ
ン
ポ
は
家
庭
教
育
ふ
れ
あ
い

セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
と
し
て
、
町
教
育
委

員
会
の
主
催
、

J

R
予
讃
本
線
対
策
協

議
会
の
後
援
に
よ
り
聞
か
れ
た
も
の
で
、

列
車
一
両
を
借
り
切
り
、
長
浜
|
伊
予

T内
子
|
大
洲
長
浜
の
コ

l
ス
を

約
五
時
間
か
け
て
回
り
ま
し
た
。

車
内
で
は
町
文
化
協
会
会
長
の
久
保

七
郎
さ
ん
、
内
子
町
社
会
教
育
課
長
の

亀
田
慶
孝
さ
ん
、
大
洲
市
民
課
長
の
村

上
恒
夫
さ
ん
の
つ
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
講
演
。
途
中
内
子
町
で
は
、
町
並

み
や
内
子
座
を
見
学
す
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
学
習
し
、
未
来
の
長

浜
町
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
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長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
、

月
二
十
三
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

字
の
区
域
の
新
設
、
助
役
の
選
任
な
ど

四
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
埋
立
地

大
字
「
搭
海
」
に
決
定

昨
年
十
一
月
十
五
日
に
完
成
し
た
長

浜
町
臨
海
土
地
造
成
事
業
今
坊
地
区
埋

立
工
事
(
第
二
次
開
発
事
業
)
に
よ
る

造
成
地
(
三
十
四
万
五
千
二
百
三
十
一

二
月
十
八
日
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票

が
町
内
十
四
か
所
で
行
わ
れ
、
当
日
有

西
田
司
さ
ん

三
度
ト
ッ
プ
当
選

二
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
、
第
三
十

九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
、
西
国
司

さ
ん
が
、
前
回
、
前
々
回
に
続
き
ト
ッ

プ
で
五
期
日
の
当
選
を
飾
り
ま
し
た
。

西
国
さ
ん
は
、
長
浜
町
選
挙
区
で
は

有
効
票
の
六
七
%
、
五
千
三
百
八
十
五

票
、
愛
媛
三
区
で
は
有
効
票
の
二
七
%
、

七
万
五
千
百
八
十
票
を
獲
得
し
ま
し
た
。

平
方

M
)
が
、
新
た
な
土
地
と
し
て
確

認
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
新
た
な
土
地
は
、
長
浜

町
の
現
在
の
大
字
の
い
ず
れ
に
も
属
さ

な
い
こ
と
か
ら
、
新
た
に
大
字
「
拓
海

(
た
く
み
)
」
と
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し

減
)
で
、
投
票
率
は
九

0
・
八
六
%
で

し
た
。ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
投
票
者
総
数
は
七
千
五
百
四
人
、

う
ち
有
効
投
票
は
七
千
二
百
三
票
、
投

票
率
は
八
四
・
一
二
%
で
し
た
。

司

利

勇

吾

彦

志

'恒

英

豊

隆

1喬

中

井

田

!!i. 

西

i入
ブ

で会るは
可のた、長

投票区 性別当日有権者数投票者教投票率%]'み、日Eコ d門、孟τ-由::.， 干夫 iロ<J 150 - '1，宍

男 5521 469184.96 二八 さ意、月町

第l投票区 女 677161-1190.25 千八十千九 れを同三助

一八
ま求氏十役

男 5491 523195.26 百人百 しめをーの

第2投票医 立 6901 568182.32 六減二 たた助日上

計 1，23911，091188.05 入、J 十-l司 。結役ても田

男 371 35194. 591 ~、ーノ、 果に任邦
第3投票区 立 5 4 4 5 8 3. 3 3 聖書士%

、再期彦

百十 9 1 8 0 8 7. 9 1 満選満氏
男 2 2 3 2 0 5 9 1. 9 3 十選前 場任了(

第4投票区 女 2 5 8 2 3 5 9 1. 0 9 九の回 一、と五

計 4 8 1 4 4 0 9 1. 4 8 人投よ 致議な 1i
男 1 5 0 1 3 7 9 1. 3 3 

第5投票区 女 1 7 4 1 5 7 9 O. 2 3 長 浜 開T 開 票
計 3 2 4 2 9 4 9 O. 7 4 

男 3 0 8 2 8 7 9 3. 1 8 メ7入 回 月日 回
第6投票区 女 3 3 7 3 1 5 9 3. 4 7 

有 権 者 数 8 9 2 1人 9 ， 252人
百十 6 4 5 6 0 2 9 3. 3 3 

男 6 4 6 0 9 3. 7 5 投 万三五て 率 9 0 . 8 6 % 8 8 . 0 6 % 
第7投票区 女 7 2 7 1 9 8. 6 1 有 効 票 8 038票 7 989票

言十 1 3 6 1 3 1 9 6. 3 2 

男 3 9 4 3 2 9 8 3. 5 0 西 回 司 5 385票 6 o 2 6票
第8投票区 女 4 5 3 4 0 5 8 9. 4 0 田 中 {宣 手リ 1 1 6 0票 9 5 2票

計 自47 7 3 4 8 6. 6 6 
橋 英 ヨ口玉 9 5 2票

男 2 8 1 2 5 1 日9. 3 2 
品

第9投票区 女 3 2 5 2 9 2 8 9. 8 5 メ7入 井 勇 440票 853票
計 6 0 6 5 4 3 8 9. 6 0 いながき豊彦 5 6票 1 5 8票
男 5 5 1 5 0 7 9 2. 0 1 

新 宅 I性Z久主 志 4 5票第10投票区 女 5 9 7 5 6 4 9 4. 4 7 

計 1， 1 4 8 1， 0 7 1 9 3. 2 9 
男 3 0 1 2 8 8 9 5‘ 6 8 最高裁判所裁判官国民審査投票結果

を量第11投票区 女 3 3 4 3 1 5 9 4. 3 1 

言十 6 3 5 6 0 3 9 4. 9 6 
氏 名

罷免を可と
男 4 0 0 3 7 5 9 3. 7 5 る投票の数 しない投票の数

第12j企票区 女 4 8 8 4 5 6 9 3. 4 4 
奥野久之 60票 7.143票

当選 75，180票
言1 8 8 8 8 3 1 9 3. 5 8 

男 1 1 4 1 0 1 8 8. 6 0 貞家克己 20票 7，183票 当選 71 ，561票
第13投票区 女 1 0 3 9 5 9 2. 2 3 中島敏次郎 23票 7，180票

計 2 1 7 1 9 6 9 O. 3 2 
園部逸夫 16票 7，187票 当選 69，299票

男 2 0 2 1 9 6 9 7. 0 3 

第14投票区 女 2 3 3 2 1 4 9 1. 8 5 四ァ谷 巌 88票 7，115票 49，729票
計 4 3 5 4 1 0 9 4. 2 5 橋冗四郎平 16票 7，187票
男 4， 1 2 6 3， 7 6 3 9 1. 2 0 

大堀誠一 11票 7，192票
4，152票

計 女 4， 7 9 5 4， 3 4 3 9 O. 5 7 
首十 8， 9 2 1 8， 1 0 6 9 O. 8 6 早場良八 10票 7，193票 3，860票

助
上

権
者
り
三
票
者乗議院議員総選挙投票結果

青
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成

宅

青
島
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
、
そ
の
健
全
な
発

展
を
図
る
た
め
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
を
受
け
建
設
し
た
も
の
で
、
今

後
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
大
い
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
構
造
}
木
造
瓦
葺
二
階
建
て

一
建
築
述
べ
面
積
}
二
百
三
十
一
・

0

四
平
方

M
(
一
階
H
百
十
五
・
五
二
平

方
M
マ
二
階
百
十
五
・
五
二
平
方
れ
)

{
施
設
の
内
容
]
一
階

I
娯
楽
教
養
室
、

健
康
管
理
室
、
講
習
室
、
調
理
実
習
室
、

マ
二
階
U
大
会
議
室
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主
目
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
「
消

費
税
確
定
申
告
書
(
簡
易
課
税
用
)
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
昭
和
六
ト
二
年
中
の
課
税
売
上

高
が
五
億
円
を
超
え
る
課
税
事
業

昭
和
六
十
二
年
中
の
課
税
売
上
高
が
者
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
な

三
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
の
方
(
課
い
業
者
ま
た
は
還
付
を
う
け
よ
う

税
事
業
者
と
い
い
ま
す
。
(
注
)
参
照
)
と
す
る
事
業
者
の
方
は
、
「
消
費

は
、
平
成
二
年
一
月
一
日
か
ら
四
月
二
税
確
定
申
告
書
(
一
般
用
)
」
を

臼
ま
で
に
平
成
元
年
分
の
「
消
費
税
確
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

定
申
告
書
」
を
作
成
し
て
所
轄
の
税
務
〈
注
〉
「
課
税
事
業
者
」
と
は
、
次

署
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費
の
方
々
を
い
い
ま
す
。

税

額

を

納

付

し

て

く

だ

さ

い

。

。

昭

和

六

十

二

年

中

(

基

準

期

間

)

な
お
、
「
消
費
税
確
定
申
告
書
」
に
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
を
超

は
筒
易
課
税
用
と
一
般
用
の
二
種
類
が
え
る
事
業
者

あ

り

ま

す

。

な

お

、

昭

和

六

十

二

年

中

の

課

①
昭
和
六
十
二
年
中
の
課
税
売
上
高
税
売
上
高
の
計
算
が
困
難
な
場
合

が
、
五
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
で
、
に
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日

「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
か
ら
平
成
元
年
二
月
二
十
八
日
ま
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一

わ

た

し

が

ほ

い

く

し

ょ

の

と

き

、

「

R
ち
ゃ
ん
と
A
ち
ゃ
ん
の
ほ
う
o

」

「

だ

っ

て

か

わ

い

く

な

い

し

、

わ

た

し

み

ん

な

で

ち

か

ら

を

あ

わ

せ

る

こ

と

し

か

っ

た

で

す

。

…

h

M
ち
ゃ
ん
と
い
う
ち
い
さ
い
ぐ
み
の
と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
か
な
し
た
ち
よ
り
た
い
じ
ゅ
う
が
お
も
い
も
の
叫
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
が
ま
ん
よ
。
こ
れ
か
ら
も
一
ね
ん
せ
い
み
ん
な
と
一

一
女
の
子
と
お
お
き
い
ぐ
み
の

R
ち

ゃ

か

っ

た

で

す

。

と

い

や

み

で

い

わ

れ

ま

し

た

。

だ

か

ら

そ

ん

な

の

で

く

じ

け

な

い

、

く

じ

け

な

か

よ

く

し

て

い

き

た

い

と

お

も

い

ま

一

一

ん

と

A
ち
ゃ
ん
が
、
わ
た
し
と
あ
そ
わ
た
し
は
、

R
ち
ゃ
ん
や

A
ち

ゃ

ん

そ

の

日

う

ち

に

か

え

る

と

お

か

あ

さ

ん

な

い

己

と

い

っ

た

の

で

、

わ

た

し

は

す

。

『

一

ん

で

く

れ

な

か

っ

た

こ

と

が

あ

り

ま

に

、

に

、

ほ

ん

と

う

だ

と

お

も

い

ま

し

た

。

一

~

し

た

。

「

あ

そ

ぶ

の

だ

っ

た

ら

四

人

で

あ

そ

ぼ

「

わ

た

し

こ

れ

い

じ

よ

う

こ

の

が

っ

こ

い

ま

は

、

女

の

子

み

ん

な

で

な

か

一

一

R
ち
ゃ
ん
と
A
ち
ゃ
ん
は
、

M
ち

う

o

」

調

I

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

」

百

一

よ

く

あ

守

べ

て

い

づ

。

お

〕

宰

A

P

E

~

ゃ

ん

の

ま

わ

り

に

た

ち

ま

し

た

。

そ

と

い

っ

た

ら

、

盛

ご

ミ

:
t孟
し

市

当

一

そ

れ

主

わ

た

し

本

語

謹

亙

一

一

し

て

わ

た

し

は

、

「

い

で

」

覇

者

か

ま

吟

味

す

れ

…

一

手

一

う

き

い

ー

し

て

メ

路

弓

J

「
M
ち

ゃ

ん

あ

そ

ぼ

う

。

」

と

い

っ

た

の

で

い

や

な

藍

;

;

、

i
瞳

;

ト

一

二

三

人

て

な

か

よ

く

あ

¥

叫

静

事

J

叩

吋
と
い
い
ま
し
た
。
す
る
と

R
ち

ゃ

ん

き

も

ち

が

し

ま

し

た

。

野

陣

|
l
i
l
i
-
-
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
v
|ド
」

そ

ぼ

う

。

」

宗

弘

コ

可

d

h

i
l
-
-
-
1
1
1
1
-
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
l
i
l
i
-
-
f
d
w
虫
a

乙

『

~

士
、
み
ん
な
で
あ
え
ば
い
い
の
に
、
そ
し
て
一
ね
ん
せ
い
に
な
る
と
ま
た
う
に
い
る
の
い
や
。
わ
た
し
、
よ
そ
に
と
い
っ
た
ら
A
ち
ゃ
ん
も
R
ち
ゃ
ん

lhf職
説

，

吐

川

小
「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
o

」

い

ゃ

な

お

も

い

で

、

わ

た

し

を

ま

い

に

い

き

た

い

。

」

も

、

が

埼

4
4
J
F患
い

ど
い
い
ま
し
た
。
そ
し
て

A
ち

ゃ

ん

ち

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

に

し

ま

す

。

と

い

う

と

お

か

あ

さ

ん

は

、

「

う

ん

、

あ

そ

ぼ

う

o

」

4
な
み

A
F
~t 

ト
が
、
「

R
ち

ゃ

ん

や

わ

た

し

の

ほ

う

「

な

ぜ

わ

た

し

を

ひ

と

り

ぼ

っ

ち

に

す

「

こ

の

が

つ

こ

う

の

子

ど

も

は

ね

、

あ

と

い

っ

て

く

れ

た

か

ら

で

す

。

そ

の

ペ

清

丸

野

常

d

ト
と
、

O
Oち
ゃ

ん

の

ほ

う

と

ど

っ

ち

る

の

。

」

い

さ

つ

も

何

も

か

も

げ

ん

き

な

ん

だ

か

と

き

わ

た

し

は

は

り

め

て

や

さ

し

く

4

〈

一
が
い
い
は
と
い
う
と

M
ち
ゃ
ん
は
、
と
い
っ
た
ら
R
ち

ゃ

ん

た

ち

は

、

ら

。

一

ね

ん

せ

い

が

O
人

に

な

る

と

、

い

っ

て

く

れ

た

か

ら

、

と

て

も

う

れ

一

「喜
s
i
z
e
l
-
7
E
l至
l
E
l
三
J
E
-
-歪
j
E
'
l
-
E
l呈帽
l
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で
の
聞
に
お
け
る
課
税
売
上
高
を

六
倍
し
た
金
額
を
、
昭
和
六
十
一
↓

年
中
の
課
税
売
上
高
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

。
昭
和
六
卜
一
一
年
中
の
課
税
売
上

高
が
三
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
山
川

書
」
を
提
出
し
た
事
業
者
。

わ
わ
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
大
洲
税
務
署
(
出

3
1
1
5
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

前
納
す
る
と
、
毎
月
納
め
る
手
数
も

は
ぷ
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
左
の
表

の
よ
う
に
割
引
き
さ
れ
る
の
で
お
得
で

す。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
の
福
祉
年

金
係
(
宮
臼

1
1
1
1
)
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

る
と

ト¥
定額保険料 定額保険料

十

付加保険料

毎月納めた 円 円
場 l口A 100，800 105，600 

前納をした 円 円
場 i口〉、 98，370 103，050 

円 円
割ヲl額 2，430 2，550 

保
険
料

れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
平
成
二
年
四
月

か
ら
八
千
四
百
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

四
月
に
一
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
る

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

人権作文一一

麟

さ
ん
へ

職
務
上
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の
殉
職

船
員
遺
児
へ
、
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま

す。
期
間
は
、
出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通

常
の
期
間
で
卒
業
す
る
ま
で
の
聞
で
、

一
人
一
か
月
六
千
円
で
す
。

ま
た
、
別
に
入
学
記
念
品
と
し
て
、

小
学
校
に
入
学
し
た
時
三
万
円
、
中
学

校
、
高
等
学
校
に
入
学
し
た
時
、
そ
れ

ぞ
れ
一
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
困
窮
者
に
限
り
ま
す
。

申
請
、
照
会
は
、
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会
(
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四

l
五

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
宮
田
|
2
3

4
1
0
6
6
2
)
ま
で
。
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少年の非行防止@圏Tづくり一一盟理

年の

昨
年
の
新
聞
紙
上
で
は
、
少
年
遠
の

非
行
問
題
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
数
字
の
上
で
も
刑
法
に
違
反
し
補

導
さ
れ
た
少
年
は
、
刑
法
犯
全
体
の
五

O
%を
超
え
、
十
二
万
人
以
上
で
し
た
。

警
視
庁
が
少
年
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
少
年
遠
の
悩
み
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
寄
せ
ら
れ
る
悩
み

ご
と
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
性
の
問
題
、

異
性
関
係
の
問
題
、
友
人
関
係
の
問
題

が
上
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す。
こ
の
ほ
か
「
心
の
健
康
」
に
関
す
る

相
談
が
わ
ず
か
で
す
が
増
え
ま
し
た
。

例
え
ば
、
「
シ
ン
ナ
ー
は
体
に
も
心
に

も
悪
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
仲
間
同

士
で
集
ま
る
と
や
っ
て
し
ま
う
」
「
学

校
の
中
で
も
友
人
の
聞
で
も
、
う
ま
く

く
野

草
野
議

い
か
な
く
て
:
・
・
司
-
自
分
は
駄
目
な
ん
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
悩
み
事
が
多
い
と

い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
子
供
達
は
、
自
分
自
身

の
弱
ち
を
自
覚
し
な
が
ら
、
立
ち
直
り

の
き
っ
か
け
を
求
め
て
、
相
談
員
に
電

話
を
か
け
て
く
る
ケ

I
ス
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

d

や
す
る

こ
れ
か
ら
の
進
学
・
就
職
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
ま
す
ま
す
子
供
達
の
H

心
の
疲

れ
H

が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
子
供
達
の
こ
う
し
た
不
安
を
軽

く
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
「
家
庭
」
で

す。
子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
、

明
る
い
家
庭
ゃ
つ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
い

く
つ
か
あ
げ
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ

P7
。骨

子
供
に
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
か

こ
ど
も
に
限
ら
ず
、
信
頼
し
て
い
な

い
人
の
言
う
こ
と
は
聞
き
た
く
な
い
も

の
で
す
。

さ
で
、
あ
な
た
は
信
頼
さ
れ
て
い
ま

す
か
。瞳

子
供
の
夢
を
知
っ
て
い
ま
す
か

夢
と
希
望
は
生
き
て
い
く
た
め
に
欠

No.6 

「
外
国
人
の
飲
み
物
」
と
し
か
見
で

い
な
か
っ
た
1
1
1
0

「
ア
ン
テ
ナ
」

の
違
い
で
す
ね
。

必
要
主
の
は
情
報
選
択
能
力

池
田
町
は
、
山
ぶ
ど
う
を
、
ワ
イ

ン
、
つ
く
り
へ
と
進
展
さ
せ
ま
し
た
。

最
初
は
失
敗
の
連
続
で
し
た
が
、
あ

る
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ベ
ス
ト
で

H

世
界
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
H

が
関

か
れ
る
こ
と
を
知
り
、
池
田
町
は
、

名
も
な
い
ワ
イ
ン
を
出
品
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
、
三
位
に
入

賞
し
た
の
で
す
。

前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道
の
こ
こ
で
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う

池
田
町
が
い
い
例
で
し
ょ
う
。
ニ
ュ
ー
ス
を
「
情
報
」
と
し
て
生
か

4
4
4
国
司
、
ノ
工
当
古
里

'
E

し、

H

世
界
の

よ

E
回
目
伊

n
v
z
z
ロ
目
疋

4
f

ワ
イ
ン
u

へ
の

ま
ち
の
活
性
化
に
生
か
す
崎
山
内
γ
っ

山
ぶ
ど
う
を
見
て
、
ワ
イ
ン
を
つ
く
こ
う
し
て
、
い
ま
や
小
さ
な
自
治

ろ
う
と
思
い
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
他
体
が
、
国
内
の
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の

の
ま
ち
で
は
「
あ
れ
は
昔
か
ら
山
に
生
中
で
も
五
本
の
指
に
入
る
ほ
ど
に
な

え
て
い
る
も
の
だ
。
そ
ん
な
も
の
が
何
っ
た
の
で
す
。

に
な
る
:
:
:
」
と
し
か
考
え
て
い
な
か
ま
さ
に
同
じ
も
の
を
見
て
も
聞
い

っ

た

。

て

も

、

自

分

遠

の

ま

ち

に

ど

の

よ

う

そ
の
こ
ろ
、
ご
」
れ
か
ら
は
、
食
卓
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
で
す
。
池
田

に
ワ
イ
ン
の
時
代
H

と
い
う
話
題
が
人
町
は
優
れ
た
「
情
報
選
択
能
カ
」
を

々
の
口
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
も
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

時
池
田
町
は
、
「
日
本
人
が
将
来
、
き

っ
と
た
く
さ
ん
こ
れ
を
飲
む
日
が
く
る
」

と
予
測
し
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
世
の

中
の
「
話
題
」
を
活
性
化
の
た
め
の
「
情

報
」
と
し
て
受
け
止
め
た
の
で
す
。

し
か
し
、
他
の
ま
ち
で
は
、
単
な
る

今
の
日
本
は
、
情
報
の
洪
水
で
す
。

ど
こ
に
い
て
も
、
同
じ
量
と
質
の
情

報
が
、
同
ビ
速
さ
で
飛
ん
で
き
ま
す
、

で
す
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
い
か
に

自
分
遠
の
ま
ち
に
置
き
換
え
ら
れ
る

か
が
、
と
て
も
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

情
報
選
択
能
力
の
あ
る
ま
ち

は
、
お
の
ず
か
ら
伸
び
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

ふ
る
さ
と
塾
主
宰
・
萩
原
茂
裕

ち
パ
ッ
と
目
が
輝
い
て
、
そ
の
情
報
か

ら
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
経
営
者
の
方
に
多
い
の
で

す
が
、
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
H

心
の
ア
ン

テ
ナ
H

が
張
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ま
ち
守
つ
く
り
に
も
同
じ
事
が
い
え
る
と

思
い
ま
す
。

山
ぶ
ど
う
を
見
て

ワ
イ
ン
い
つ
く
り
を
発
想

情
報
を
プ
ラ
ス
面

か
ら
考
え
る

私
は
全
国
各
地
の
ま
ち
へ

講
演
に
出
か
け
ま
す
。
そ
こ

で
、
あ
る
ま
ち
の
成
功
例
を

話
す
と
、
聴
衆
の
方
々
が
、

そ
の
ま
ち
へ
視
察
に
行
く
。

そ
の
視
察
報
告
書
を
読
む
と
、

中
に
は
マ
イ
ナ
ス
面
、
つ
ま

り
あ
ら
捜
し
ば
か
り
し
て
い
る
人
が

い
る
ん
で
す
ね
。

こ
う
い
う
人
は
「
プ
ラ
ス
吸
収
ア

ン
テ
ナ
」
が
な
く
て
「
マ
イ
ナ
ス
吸

収
ア
ン
テ
ナ
」
し
か
も
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
何
の
た
め
に
視
察
に
出

か
け
た
の
か
:
:
・
。

同
ピ
話
を
同
じ
場
所
で
聞
い
て
も
、

ま
る
で
反
応
し
な
い
人
と
、
た
ち
ま 瞳欝麓麓麗襲撃語車競閥種闘用
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か
せ
な
い
H

栄
養
H

で
す
。
子
供
の
将

来
の
た
め
に
も
多
く
の
も
の
を
見
せ
、

聞
か
せ
、
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
供
の
様
子
を
見
て
い
ま
す
か

心
や
体
の
問
題
は
、
早
め
に
発
見
し

て
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
偏
重

を
見
落
と
さ
な
い
た
め
に
も
、
放
任
や

無
関
心
は
禁
物
で
す
。

」
関
親
の
仲
は
良
い
で
す
か

両
親
の
争
け
は
、
子
供
の
心
を
傷
つ

け
る
最
も
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

網
開
金
持
信
岳

、
栄
義
十
日
馬
へ
ハ

EQi，;S!l_2.NS~E艶食時代の栄養不定......... 盤町一

ヴ
ω以
V
U日
朝
包
謝
佐
川
回
h
幽
凶
同
窓

Uu白
守
ハ
)

一
一
団
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
思
を
招
く

最
近
、
朝
食
を
と
ら
な
い
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

…
今
年
の
国
民
栄
養
調
査
(
厚
生
省
)

…
に
よ
る
と
、
朝
食
を
と
ら
な
い
人
は
、

Y

五
年
前
に
比
べ
て
増
え
る
傾
向
に
あ

…
り
、
男
性
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

…
年
齢
層
に
、
女
性
で
は
若
い
世
代
に
、

…
朝
食
抜
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

…
て
き
ま
し
た
。

朝
食
を
と
ら
な
い
と
第
一
に
体
の

い
燃
料
(
エ
、
不
ル
ギ

I
)
が
不
足
し
ま

附
す
。

時
前
円
の
夕
食
を
と
っ
て
か
ら
、
翌

日
の
朝
食
ま
で
の
聞
に
消
費
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
一
-
百

1
五
百
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
で
、
こ
れ
は
午
前
中
に
通
勤

曹

を

ま
た
千
供
の
信
頼
を
な
く
し
、
反
発
を

招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

月 日 当直医院 電話再?号

3/11 石村病院 52 ~ 0275 

3/18 清水医院 52 ~ 2883 

3/21 米川医院 52 ~ 0165 

3/25 岡田医院 52 ~ 0639 

i1診療]1投急患者の方のみ。
受付午前10:00~ 午後5 : 00 
※原則として往診は致しませんO

丹
羽
家
庭
で
く
つ
ろ
げ
ま
す
か

院

心
が
疲
れ
て
ぐ
る
と
、
耐
え
る
力
が

弱
く
な
り
、
問
題
を
起
さ
し
が
ち
で
す
。

家
庭
は
、
学
校
な
ど
で
疲
れ
傷
つ
い
た

時
の
心
を
い
や
す
オ
ア
シ
ス
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
親
は
こ
の
こ
と

を
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

医直当

事
申
勾
治
化
マ
虫や
仕
事
等
で
消
費
さ
れ
る
工
、
不
ル
ギ
!

と
ほ
ぼ
問
。
程
度
で
す
。
前
日
ま
で
の

食
事
で
体
に
多
少
の
蓄
積
は
あ
る
も
の

の
、
朝
食
を
と
ら
な
け
れ
ぽ
、
胃
は
空

に
な
り
、
工
、
不
ル
ギ
ー
も
少
な
く
な
り
、

仕
事
に
対
す
る
活
力
が
わ
か
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

第
一
一
は
、
前
舶
の
働
き
が
鈍
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

噂 鞠

市
等
書
官
等

し
て
仕
事
の
能
率
が
落
ち
ま
す
。

一
時
一
過
食
で
肥
満
の
原
閤
に

第
三
は
、
と
ら
な
か
っ
た
朝
食
の
分

を
昼
e

夕
食
で
補
う
と
、
肥
満
に
つ
な

が
り
ま
す
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
住

む
高
齢
者
を
対
象
仁
食
事
の
回
数
と
肥

満
の
関
係
に
つ
げ
い
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

一
日
に
と
る
食
事
の
量
が
向
。
で
あ
れ

ド

h

一
ぽ
、
そ
の
回
数
が
少

墨
付
b
kリ
一

な

い

ほ

ど

問

題

に

な

一
る
こ
と
を
示
し
て
い

通

h

h

'

一
ま
し
た
。
日
に
三
回

や
も
4
名

一

以

下

の

食

事

の

人

は

、

1
1
1
1
1
!
L
五
回
以
上
の
入
に
比

べ
て
太
り
気
昧
で
、
そ
の
う
え
、
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
糖
、
糖
尿
病
な
ど
の

病
気
を
も
っ
人
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

日訟
の鈍

船
の
重
き
は
、
体
重
の
て
%
程
度
で

す
が
、
安
静
時
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

体
の
約
一
八
%
も
消
費
し
て
い
て
、
筋

肉
の
工
、
不
ル
ギ
l
消
費
と
ほ
ぼ
、
同
ビ

く
ら
い
で
す
。

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、
血
液
中
の

ブ
ド
ウ
糖
で
す
。
朝
食
を
と
ら
ず
、
ご
朝
食
を
と
ら
な
い
理
由
と

L
て
は
、

れ
が
減
少
す
る
と
、
脳
の
活
動
が
低
ド
朝
起
き
る
の
が
遅
く
、
食
べ
て
い
る
時

長
ヰ
龍
王
婆
命
事
会
事
会
事
命
事
合
事
命
事
合
苦
手
U
Z事
会
事
合
革
命
事

S
4症
芸
事
命
事
合
革
命
事
量
事
食
事
会
事
治
茸
A
M

革命

少
し
早
く
起
き
て
朝
金
を

診

受付時間

検児字L

戸

君

事

会

事

合

事

s
d

聞
が
な
い
、
朝
食
を
作
る
の
が
面
倒
蜘

だ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
、
な
ど
と
な
っ
闘

で

い

ま

す

。

時

し
か
し
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
時
晴

代
な
ら
と
も
か
く
、
な
ん
で
も
食
べ
蜘

ら
れ
る
ご
の
時
代
に
仕
事
や
健
康
に
酬

悪
影
響
を
与
え
て
ま
で
、
朝
食
を
と
桝

ら
な
い
理
由
法
な
い
と
思
い
ま
す
。
神

朝
は
一
一
二
十
分
、
無
理
な
ら
ば
十
五
蜘

分
早
く
起
き
て
朝
食
を
ど
り
、
最
低

二
一
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
給
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
、
和
食
な
ら

ご
飯
、
味
噌
汁
、
魚
ま
た
は
肉
を
、

洋
食
な
ら
パ
シ
、
午
訳
、
ハ

グ
な
ど
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

地芭5:JIJ健康相談

[備考]検尿、血圧測定、塩分i則定引
行います。 I

所

大久保集会所

土易

日

月 日 場 所

各連絡所午前9時まで、
3/27 )受付
役場本庁午Jiil10時まで

[対象]質上げ料金 1頭 500円
※印鑑を必ず持参しで下きい。

上買犬用不
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袖

野

み

ゆ

き

さ

ん

唱

ー
全
国
学
生
俳
句
大
会
で
特
選
1

口

第
二
十
回
全
国
学
生
俳
句
大
会
の
成
績
が
一
月
十
五
日
に
口

発
表
さ
れ
、
小
学
生
六
万
四
千
六
百
三
十
九
旬
、
中
学
生
一
二
口

万
七
千
五
百
三
十
口

二
句
中
、
長
浜
中
口

学
校
三
年
生
袖
野
口

み
ゆ
き
さ
ん
の
作
口

品
「
土
煙
あ
げ
て
口

夕
立
と
お
り
ゆ
く
」
口

が
愛
媛
県
で
た
だ
口

一
人
特
選
に
選
ば
口

れ

ま

し

た

。

口

(
七
ペ
ー
ジ
に
関
口

連

記

事

)

口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

郷
土
食
に
苦
つ
づ
み

j
郵
土
伝
承
料
理
研
究
試
食
会

1

一
月
三
十
一
日
に
柴
公
民
館
で
老
人

ク
ラ
ブ
千
歳
会
(
三
秋
俊
雄
会
長
)
が
、

ま
た
、
二
月
二
十
六
日
に
中
央
公
民
館

で
同
松
風
会
(
金
橋
寿
幸
会
長
)
が
、

そ
れ
ぞ
れ
郷
土
伝
承
料
理
研
究
試
食
会

を
聞
い
た
。
こ
れ
は
、
郷
土
の
先
輩
が

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
作
っ
た
料
理
を

末
長
く
伝
え
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

千
歳
会
で
は
「
鯛
め
し
」
と
「
大
根
ナ

マ
ス
」
と
「
お
で
ん
」
を
、
松
風
会
で

は
鯛
の
魚
田
汁
を
作
っ
た
。
中
で
も
鯛

の
魚
田
汁
は
、
江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
本
町
一
丁
目
で
廻
船
問
屋

を
営
ん
で
い
た
武
田
家
に
伝
承
さ
れ
た

も
の
で
、
正
月
の
船
わ
ろ
し
の
祝
い
に
、

かおり豊か恋文化の町を

~第九回芸能発表会~

町
文
化
協
会
(
久
保
七
郎
会
長
)
の
主
催
に

よ
る
第
九
回
芸
能
発
表
会
が
、
二
月
二
十
五
日
、

町
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
兼
ね
て
開
か
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
年
々

参
加
者

も
増
え
、

今
年
は

三
十
一

団
体
、

約
三
百

三
十
人

リ

良或て6

口
口

口

口
口

の
人
々
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
が
氾
濫
す
る
今
日
、
昔
な

が
ら
の
料
理
を
、
さ
ら
に
見
直
し
て
い

き
た
い
も
の
。

問
屋
に
働
く
人
々
、
親
類
縁
者
、
近
所

夢
物
語
を
日
本

今
か
ら
五
十
五
年
前
、
昭
和
十
年

八
月
二
十
四
日
に
長
浜
大
橋
が
開
通

し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
西
村
兵
太

郎
町
長
の
所
感
の
一
端
を
紹
介
し
ま

し
ょ
弓
ノ
。
「
そ
も
そ
も
私
が
こ
の
橋
の
架
設

を
思
い
つ
き
ま
し
た
の
は
、
今
よ
り

約
十
六
年
前
即
ち
大
正
九
年
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
:
・
:
」

大
正
三
年
三
十
一
歳
で
長
浜
町
長

に
当
選
し
た
西
村
は
、
大
正
八
年
一
二

十
六
歳
で
愛
媛
県
会
議
員
に
当
選
し
、

そ
の
翌
年
決
心
し
た
の
で
す
。

「
私
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
大
正

九
年
に
櫛
生
村
、
出
海
村
、
西
宇
和

郡
磯
津
村
、
同
郡
宮
内
村
を
勧
誘
し

て
郡
村
道
長
浜
川
之
石
線
道
路
改
修

組
合
を
設
立
し
ま
し
て
、
こ
れ
と
同

時
に
こ
の
架
橋
を
計
画
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
当
時
ご
の
計
画
を
一
旦
発

表
し
ま
す
と
、
社
会
の
有
識
者
と
目

せ
ら
る
る
人
士
は
殆
ん
ど
之
を
一
笑

に
付
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
就
中
そ

の
当
時
の
喜
多
郡
首
席
書
記
某
氏
の

如
き
は
、
こ
の
道
路
組
合
の
設
立
に

立
会
を
願
う
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
席
上
一
つ
の
夢
物
語
と
し
て
一

顧
だ
に
与
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
よ

り
之
を
思
う
時
、
実
に
感
慨
に
た
え

ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
-
・
・

0

」

当
時
は
町
内
で
も
、
潮
流
が
き
っ

く
、
水
深
も
か
な
り
あ
り
、
河
口
の

七
自s

幅
が
二
百
三
十
灯
と
い
う
所
に
開
閉

橋
を
つ
け
る
事
は
、
不
可
能
に
近
い
、

笑
い
話
と
す
る
者
も
あ
り
、
西
村
町

長
の
前
で
H

こ
ご
に
橋
が
出
来
た
ら
、

逆
立
ち
し
て
橋
を
渡
り
、
お
れ
の
首

も
や
ろ
う
μ

と
い
う
有
力
者
さ
え
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
町
長
は
所

感
を
続
け
ま
す
。
「
も
と
よ
り
我
町
に

は
一
聞
は
愚
か
一
尺
の
道
路
を
改
修

す
る
土
地
さ
え
有
し
て
お
り
ま
せ
ん

け
れ
共
、
相
当
な
る
犠
牲
を
覚
悟
し

て
か
〉
ら
ね
ば
、
到
底
計
画
の
遂
行

は
困
難
と
見
て
、
当
時
と
し
て
は
実

に
莫
大
な
る
負
担
金
を
覚
悟
し
て
、

こ
の
組
合
を
設
立
し
た
の
で
あ
り
ま

す
:
:
:
E
・E・--o
」

そ
し
で
最
後
に
西
村
町
長
は
、
次

の
夢
を
見
て
い
る
の
で
す
。

「
尚
、
こ
の
道
路
よ
り
分
岐
し
、

更
に
長
浜
三
机
線
の
開
通
を
見
る
に

至
り
ま
す
る
な
れ
ば
、
永
ら
く
文
化

に
浴
せ
ざ
る
三
崎
半
島
の
開
発
と
も

な
る
こ
と
と
、

A
7
よ
り
深
く
期
待
を

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
」

日
本
第
一
の
パ
ス
キ
ュ
ー
ル
式
鉄

鋼
開
閉
橋
、
日
本
第
一
の
肱
川
嵐
を

長
浜
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
二
十
一

世
紀
へ
の
夢
の
実
現
に
遜
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

(
文
化
協
会
会
長

久
f呆
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フ
国
ン
塞
灘
鞠
む
し
輸
崎
藤
奪

有
害
な
紫
外
線
か
ら

生
命
を
守
る

地
表
十
キ
ロ
か
ら
五
十
キ
ロ
あ
た
り

の
上
空
に
と
く
に
オ
ゾ
ン
が
多
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
オ
ゾ
ン
層
」

と
い
い
、
太
陽
か
ら
降
り
注
ぐ
有
害
な

紫
外
線
を
吸
収
し
、
地
球
上
の
生
物
の

命
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
オ
ゾ
ン
層
が

破
壊
さ
れ
る
と
、
地
上
に
届
く
有
害
な

紫
外
線
が
増
加
す
る
と
の
調
査
報
告
が
、

相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
人
聞
は
有

害
な
紫
外
線
を
浴
び
る
と
、
皮
膚
が
ん

が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
っ
た
り
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
な
ど
の
小
さ
な
生
物
が
、
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

一識です;ゴンニチパ⑮

山
野
に
生
え
る
あ
か
ね
草
の
よ
う
に
、
風
に
も
雨
に

も
め
げ
ず
強
い
気
持
ち
で
根
性
を
持
ち
、
そ
し
て
反
面

女
の
子
ら
し
い
可
愛
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

心
を
抱
い
て
欲
し
い
と
願
い
、
茜
と
つ
け
ま
し
た
。

一
番
に
健
康
、
そ
し
て
あ
か
ね
色
の
よ
う
に
、
情
熱

的
で
知

的
な
美

し
い
女

の
子
に

育
っ
て

欲
し
い

と
回
目
]
い

ま
す
。

茜ちゃん(出海)

墨田つ

す。
こ
の
ま
ま
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て

い
け
ば
、
将
来
、
生
物
の
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
主
な
物
質
が
塩
素
で
、
こ
れ
を

オ
ゾ
ン
層
ま
で
運
ん
で
い
る
の
が
フ
ロ

ン
な
の
で
す
。

フ
ロ
ン
の
使
用
量
は

世
界
第
二
位

フ
ロ
ン
は
、
ヘ
ア

l
ス
プ
レ
ー
や
カ

l
ク
ー
ラ
ー
、
冷
蔵
庫
の
冷
媒
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
集
積
回
路
(
I
C
チ
ッ
プ
)

の
洗
浄
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
フ
ロ
ン
の
使
用
量
は
、
ア
メ

リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二
位
。
日
本
だ

中静

3ι 
11 

51， 
f子
さ
ん

母
11 

由
手u
t工
さ
ん
)翠欝謹盤

平成元年3月3日生まれ

け
で
、
世
界
の
フ
ロ
ン
の
一
割
以
上
を

使
っ
て
い
ま
す
。

塩
素
を
含
ん
だ
フ
ロ
ン
が
、
オ
ゾ
ン

層
の
あ
た
り
ま
で
達
す
る
と
、
強
い
紫

外
線
を
浴
び
て
壊
れ
、
中
の
塩
素
が
飛

び
出
し
て
オ
ゾ
ン
層
を
壊
し
て
し
ま
う

の
で
す
。

こ
の
た
め
、
世
界
の
国
々
は
今
世
紀

末
ま
で
に
フ
ロ
ン
を
全
廃
し
よ
う
と
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

エ
コ
マ
ー
ク
の

商
品
を
使
お
う

日
本
で
は
フ
ロ
ン
が
使
わ
れ
て
い
な

い
ス
プ
レ
ー
に
、
平
成
元
年
四
月
か
ら
、

「
エ
ゴ
マ

l
ク
」
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
商
品
を
日
常
使
う
こ
と
が
、

地
球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
上
に
降
り
注
ぐ
有
害
な
紫
外
線
を
、

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
よ
う
み
ん
な
で

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
オ
ゾ
ン
層
を
守
る
た
め
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
り
、

「
オ
ゾ
ン
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
を
つ
け
て
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
大

切
さ
を
訴
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
を
守
る
こ
と
は
地
球
を
守

る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
私
達
一
人

一
人
を
守
る
こ
と
な
の
で
す
。

地
球
を
生
物
の
住
め
な
い
星
に
す
る

こ
と
だ
け
は
、
避
け
た
い
で
す
ね
。

直

圃
[g] 

薗

リ
柴
俳
句
グ
ル
ー
プ
リ

千
枚
目
写
経
終
え
た
る
冬
座
敷
坂
井

束
の
間
に
刻
の
過
ぎ
行
く
十
二
月

徳

田

静

子

秋
日
和
歴
史
探
訪
の
句
吟
か
な
窪

美

恵

子
良
恵

肱
川
の
満
潮
睦
し
大
旦

小
西
か
め
子

新
生
児
夢
う
つ
/
¥
の
初
詣坂
井
喜
久
子

何
よ
り
も
師
走
の
女
時
間
欲
し
新

満

穂

せ
h

ら
ぎ
の
音
絶
え
間
な
く
梅
咲
き
ぬ

柴

中

年

栄

片
言
で
し
き
り
に
語
る
初
電
話
清
水
よ
し
子

踏
切
り
の
警
報
長
し
秋
桜
清

水

潔

子

除
夜
の
鐘
つ
い
て
連
る
去
年
今
年

林

定

子

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
]
四
月
十
日
(
午
前
十
時

1

午
後
四
時
)

{
場
所
]
長
浜
町
商
工
会

「ハロ
I
ワー

と
呼
ん
で
く
だ
さ
い

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

安
定
所
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
機
関
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
「
き

わ
や
か
安
定
所
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
愛

称
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
「
ハ
ロ

l
ワ
i

ク
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

「
ハ
ロ

l
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
の
言

葉
に
、
出
会
い
を
大
切
に
す
る
、
と
い

う
意
味
を
込
め
た
も
の
で
、
こ
れ
を
機

会
に
、
皆
さ
ん
に
一
層
信
頼
さ
れ
る
安

定
所
作
り
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
わ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
「
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
大
洲
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

表
彰
来
事
業

全
国
主主ι
ヴー

入=生
俳
賞=匂

大
者=会

選
}
袖
野
み
ゆ
き
(
長
浜
中
三

{特
年
)一
佳
作
}
熊
野
華
枝
(
長
浜
小
五
年
)

マ
河
内
崇
裕
(
大
和
小
五
年
)

{
選
外
佳
作
]
岩
城
加
代
(
長
浜
中
二

年
)
マ
森
内
裕
貴
(
長
浜
中
一
年
)
新

田
恭
子
(
白
滝
小
五
年
)
マ
矢
野
陽
平

(
戒
川
小
=
一
年
)
マ
堀
田
昌
志
(
出
海

小
二
年
)
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お
知
ら
せ
中
小

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
二
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

{
加
入
条
件
}
五
人
以
上
の
団
体

一
掛
金
(
一
人
年
額
)
}
子
供
や
文
化

活
動
:
・
三
百
六
十
円
マ
一
般
・
:
一
千
百

円
(
高
年
者
グ
ル
ー
プ
は
五
百
円
)

{
補
償
額
]
事
故
の
死
亡
、
後
遺
障
害

長浜展示期間

4月28日~
5月§自

:
一
千
四
百
万
円
(
高
年
者
は
五
百
万

円
)
マ
入
院
一
日
に
つ
き
:
・
四
千
円
(
高

年
者
は
一
千
八
百
円
)
マ
通
院
一
日
に

つ
き
:
一
千
三
百
円
(
高
年
者
は
八
百

円
){
賠
償
限
度
額
}
対
人
:
・
一
億
円
マ
対

物
-
・
・
五
百
万
円

{
共
済
見
舞
金
}
五
十
万
円
(
突
然
死

見
舞
金
)

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
、
長
浜
町

教
育
委
員
会
(
曾
臼
1
1
1
1
1
)
ま

で。
地
球
の
美
し
い
自
然
や
緑
を
、
世

界
の
国
々
が
協
力
し
て
未
来
に
残
し

て
い
き
た
い
l
i
|
こ
う
し
た
共
通
の

願
い
の
も
と
に
、
平
成
二
年
四
月
一

日
か
ら
大
阪
府
下
・
鶴
見
緑
地
で
、

「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
が
催
さ

れ
ま
す
。

長
浜
町
か
ら
も
、
四
月
二
十
八
日

か
ら
五
月
六
日
ま
で
の
九
日
間
、
エ

ビ
ネ
を
出
展
し
ま
す
の
で
、
多
数
の

ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
輔
錦
繍

O
東
洋
・
五
洋
・
若
築
共
同
企
業
体
(
米

津
晃
所
長
)
・
:
机
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、

応
接
セ
ッ
ト
ほ
か
事
務
用
品
を
町
役
場

へ。O
長
浜
の
堀
井
順
次
さ
ん
・
:
一
般
図
書

七
十
五
冊
を
町
立
図
書
館
へ
。

沖出沖今
柴

浦 i毎浦坊

山塚佐大谷
尾井藤野上

淳明和 博
志敏滋修国

二
女
長
男
長
男
二
男
長
女

O
大
和
保
育
所
母
の
会

:
V
ブ
ロ
ッ
ク

二
セ
ッ
ト
を
大
和
保
育
所
へ

O
沖
浦
の
平
野
春
子
さ
ん
:
・
百
科
事
典
、

児
童
図
書
ほ
か
七
十
一
冊
を
町
立
図
書

館
へ
。

/一¥、 f主 _ __c.::-..，_九 日告+

北白 1 E:レ>/~ ) I iJi口
九 所月 1ン;二必--"1幡
州 j竜届 V 17'闘
市 氏出藍よ l月長浜町役場届出分(敬称略)

佐武 分蔓め
藤地名(相 l

敬豆ぷ
智 婚称きほ
子豊掴田各土
時)百
」己主，

~~齢 I

三九

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

長

浜

二

宮

陽

朗

二

男

孔

起

A
7

坊

松

野

安

久

二

女

友

美

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

玉

井

孫

市

(

八

O
)

長

浜

清

水

筆

清

(

七

八

)

仁

久

東

福

美

(

七

六

)

長

浜

大

瀧

伸

(

六

五

)

沖

浦

谷

淵

行

雄

(

九

O
)

青

島

福

地

ヱ

ツ

ヨ

(

九

四

)

沖

浦

土

井

ハ

ナ

ミ

(

九

三

)

長

浜

大

野

チ

ヨ

カ

(

八

O
)

櫛

生

松

下

シ

ズ

ヱ

(

八

一

二

)

仁

久

大

津

嘉

幸

(

五

九

)

「暑さ寒さも彼岸まで」彼

岸も近い。三月三日は耳の日

で、電話の発明者グラハム・

ベルの誕生日。ひな祭りは中

国から伝わり、ひな祭りの段

飾りは江戸時代からで「女の

子の幸福な将来を祈り合う日」

である。彼岸には家族で祖先

を祭り、お墓参りをし、中日

の目は国民こぞって自然を讃

え、生物をいつくしむのであ

る。その上卒園、|卒業に家族

をあげて喜こび、心配した入

学試験も無事終わって安堵の

日々である。それにしても入

学費用や授業料等で思わぬ支

出に親心を痛めよう。機会あ

るごとに親子の紳を深め、明

るく楽しい家庭作りをしよう o

A 経済的に優れた日本は物の

豊さに溺れ、心の面で奪りと

甘えが見えると評される。先

の参院選で¥主権在民の意識

で女性が生活を守ったが、今

回の衆院選はどうだったろう。

1 9 9 0年代の幕明けにふさ

わしく、国民一人一人の自覚

ある一票だったろうか。義理

と人情や、身近な集団意識に

左右されたとしたら、真に生

活を守る政治改革にはなるま

い。国民総反省の時でもある。

町も埋立地の完成を機に、町

民の福祉、生活を守る企業の

誘致に全力をあげ、明るく楽

しい福祉町政実施を願って止

まない。

~定3

後
四
記
鰯

彩 f申大槙
華平和悟梓

ポ
カ
ポ
カ
:
:
:
と
春
、
ウ
ト
ウ
ト
・
:

:
と
春
眠
。
と
い
う
わ
け
で
、
毎
朝
私

の
頭
の
中
に
降
り
て
い
た
霜
も
溶
け
出

し
、
今
度
は
冬
眠
か
ら
さ
め
た
ば
か
り

の
熊
の
よ
う
に
ボ

l
ッ
と
な
る
季
節
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
年
度
末
な
の
で

(
年
度
末
じ
ゃ
な
く
て
も
)
ボ

l
ッ
と

し
て
い
る
よ
う
な
時
聞
は
な
い
の
で
す

が
、
つ
い
つ
い
:
:
:
ね
え
(
ほ
l
ら
み

ん
な
う
な
ず
い
て
る
。
)

こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
、
原
稿
を
考

え
て
い
た
つ
も
り
が
気
が
付
く
と
全
然

違
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
り
、
「
ア
レ

ッ
?
何
を
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
。
」
と
一
分
ほ
ど
前
に
考
え
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
た
り
、
決
し
て
上
司
に
は

言
え
な
い
よ
う
な
こ
と
が
た
ま
に
起
こ

り
ま
す
。

A
7
か
ら
五
月
病
の
よ
う
な
症
状
:
:
。

広
報
マ
ン
た
る
も
の
、
や
は
り
時
代
を

先
取
り
し
な
く
て
は
:
:
:
?
(
こ
)

数

人口をふやしましょう

1月末現在 育庁月とσコ上七車交

11 ，575九、 25人減

人 口 (男 5.461人)(男10人減)
女 6，114人 孟(15メ、主或

世帯数 3，753世帯 5世帯減

帯世口人


